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	１．学会誌とニュースレターの発行
	学会誌（偶数月発行）とニュースレター（奇数月発行）は，プロジェクトマネジメントを学術的に支えたり（体系的に整理し，理論的な裏付けを与える），実践的な知の展開を図ったりすることを目的に，研究論文や関連分野の最新動向を紹介する解説記事などを提供しています（電子媒体で提供しています）．
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